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【事業背景】 

 「島田市緑茶化計画」は、平成 27 年の新市誕生 10 周年記念式

典で発表された市のブランドメッセージ。以降５年間、「地球上

で最も緑茶を愛する街（Green Ci-TEA）」である島田市が、溢れ

る緑茶愛で世界中を緑茶グリーンに染めて「緑茶化」するプロモ

ーションを行ってきた。同時に、緑茶化された島田市が注目され

ることで、人が元気になる・稼ぐ仕組みをつくることを目的とし

ている。 

 

【事業目的】 

 地域の持続的な発展を目指し、新型コロナ収束後の世の中を見

据え新たなスタートを切るために、短期行動計画（アクションプ

ラン）を策定する。 

 これまでの事業を整理した上で効果的にプロモーションを展

開するための方針を明らかにする。 

 このプランを関係各課と共有し、各課の事業とも連携すること

で、より効果の高いプロモーションを目指す。 
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【シティプロモーションとは】 

地域の魅力を発掘・創造し、島田市を「島田ブランド」として

市内外に効果的に発信することで、多くの人が訪れたい、住みた

い、住み続けたいと思うまちづくりを進め、市民の幸せや地域の

持続的発展の実現に寄与すること。 

（島田市シティプロモーション PT 報告書より） 

 

◆島田ブランドとは 

 市内外の人や企業などから好感・期待感・信頼・誇りや愛着な

どを恒常的に獲得できる、他自治体と異なる島田市独自の魅力や

イメージを市のアイデンティティとして形成したもの。 
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島田市緑茶化計画の全体像 
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【島田市緑茶化計画の目的】（コンセプトブックより） 

 

地球上でもっとも緑茶を愛する街（Ci-TEA）に島田市はなります 

 

島田市民が自信と誇りを持って世界に自慢できるもの・・・ 

それは、緑茶へのあふれんばかりの愛。 

島田市緑茶化計画は、この「緑茶愛」に注目し、これを果てし

なく高めることで、街も人も元気になる（稼ぐ）仕組みを構築し

ようという計画です。 

あふれ出した緑茶愛は、人々を、街を「緑茶グリーン」に染め

ていきます。 

この緑茶愛にあふれた市民が暮らす、緑茶化された島田市は、

国内、そして世界からも注目されることになるかもしれません。 

その時、地球上でもっとも緑茶を愛する島田市は、 

SHIMADA GREEN Ci-TEA JAPAN 

となるのです！ 

 

 

  



8 

【島田市緑茶化計画 ６つの施策】（コンセプトブックより） 

 

01.市内/意識づくり・・・緑茶をもっと好きになろう！ 

毎日緑茶を飲むのはもちろん、もっと緑茶に詳しくなろう！ 

 

02.市内/まちづくり・・・緑茶化された緑の街にしよう！ 

緑茶が好きすぎて人々も街も緑茶グリーンに！ 

五感で緑茶化を楽しめる魅力的な街にしよう！ 

 

03.国内/PR・・・緑茶が好きな街を知ってもらおう！ 

緑茶化された島田市を国内に PR！ 

島田市を楽しく日本中に広げていこう。 

 

04.国内/観光・・・緑茶化された街に来てもらおう！ 

緑茶化されたコンテンツで観光客を増やそう！ 

お客様への「おもてなしの心」も立派な緑茶化です！ 

 

05.海外/PR・・・島田市 =  GREEN Ci-TEA 

緑茶化された島田市は世界から見ても面白い！ 

海外へも積極的に PR していきます。 

 

06.海外/産業・・・島田市の緑茶を世界へ届ける！ 

地球上でもっとも緑茶を愛する街の緑茶は世界中のみんなもきっと飲みたいはず！ 
島田市の緑茶を世界に向けて積極的に販売していきます。 
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島田市緑茶化計画の実績 
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【島田市緑茶化計画の実績１】 

国内/PR、国内/観光は順調に活動。近年、結果論的に蓬萊橋

897.4 茶屋、KADODE OOIGAWA の OPEN に繋がったことで市内/まち

づくりが上がってくるも、観光要素は強い。 

反面、市内/意識づくりはロゴ、コンセプトブック以外は疎か

になっている。 

また海外はパリの商談会に行った以外は茶業振興室などとの

連携も含めてできていない。 
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【島田市緑茶化計画の実績２】 

01.市内/意識づくり 

 ・島田市緑茶化計画コンセプトブック制作 ※市内全戸配布 

 ・市内でワークショップの開催 

・島田市緑茶化計画広報用物品製作費補助金 

・島田市緑茶化計画ロゴマーク使用申請 

・緑茶化グッズ展示「あれも、これも、もっと緑茶化」開催 

・市民向け出前講座・セミナー 

 

02.市内/まちづくり 

 ・市役所前の郵便ポストを緑茶化 

 ・蓬莱橋 897.4 茶屋の竣工 

 ・KADODE OOIGAWA オープン予定 

 

03.国内/PR 

 ・島田市緑茶化計画 PR 動画制作 

 ・メインビジュアル制作 

 ・アンテナショップ出店 渋谷ロフト／駿河湾沼津 SA 

・ミュージックビデオ「SHIMADA GREENTEA SONG」制作 

・ウェルカムブック「茶の本」制作 

 

04.国内/観光 

 ・オリジナル緑茶ブランド「Green Ci-TEA」Vol.1／Vol.2 制作 

 ・７種の緑茶・７種の緑茶ハイの開発及び島田 DE いっぷくプ

ロジェクトスタート 

 ・観光体験プログラム「島田の緑茶観光」の開発 

 ・３種の緑茶スイーツ／７種の高級ティーバッグの開発 

 

05.海外/PR 

 ・パリ商談会に出店 

 

06.海外/産業 

 ・島田市緑茶化計画ロゴマーク・メッセージ商標登録申請 
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【蓬莱橋 897.4 茶屋 緑茶化関連商品売上２】 

 

• 蓬莱橋 897.4 茶屋の総売上額 

平成 30 年度 ：2,779 万円 

令和元年度 ：2,280 万円 

• 緑茶 COLD/HOT 総合計：13,693 杯（OPEN〜2020 年 7 月） 

• オリジナル商品売上額 

平成 30 年度 ：388.5 万円 

令和元年度 ：264.8 万円（前年比 68.2%） 

令和２年度 ： 50.6 万円（4～7 月の売上） 

そ の 他 ：207.4 万円（事業者の店舗など） 

• 令和２年３月からゲストより要望の高かった「Green Ci-Tea

ティーバッグシリーズ」、市内のお菓子屋 3 店舗と組んだ「食

べる緑茶スイーツ」を投入。 

• 令和２年４月より「島田の緑茶観光」を実施 

• 令和２年８月に導入したソフトクリームがヒット。 

８月売上が、対前年比 130%超え 
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【島田 DE いっぷく売上リスト】 

 

 

 

 

 

 

• 当初は半年のテストで実施したが、飲食店の希望により、無

期延長することに。 

• ほとんどは観光又はビジネス客。勧めると皆楽しんで注文し

てくれる。 このメニューを目当てに来る人は地元の人でも

いる。 

• 平成 30 年度は 12 店舗。令和元年度は３店舗増え、15 店舗

で実施の段階でコロナ禍へ。 

• また３つの宿泊ホテルが令和元年度から参加し、島田 DE い

っぷくチケット付き宿泊プランを実施の段階でコロナ禍へ。 
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【島田市緑茶化計画 協力事業者リスト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

■ウェルシア（日本国内 1855 店舗） 

 島田市緑茶化計画関連商品の売上数量 135 万個 

 

■川越し街道賑わい創出事業 推進中・・・ 
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島田市緑茶化計画短期行動計画 

（アクションプラン） 
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【大きな考え方と今後のスケジュール】 

【大きな考え方】 

（１）コンテンツが整ってきた島田市緑茶化計画を内外に周知さ

せる。 

 ■ロゴから始まり、緑茶観光/KADODE OOIGAWA までコンテンツ

は充実。 

 ■市外に比べ圧倒的に市内評価が低いため、市外ゲストの呼び

込み含め、市内向けプロモーションを拡充。  

（２）プロモーション準備 

 ■プロモーションや広告を打てる段階で内容が整っていない

ことがないように整備。 

 

【スケジュール】 

（１）プラン A 

 ■２-４月あたりの実施を検討 

 ※３月末に東京五輪開催が可/GO TO キャンペーンが拡大 

（２）プラン B 

 ■2021 年秋-2022 年春 

 ※いずれのプランもコロナ禍の状況をよく踏まえて実施。 
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【2020 のアクション】 

（新規）「本年度４月以降の事業方針（案）」 

１. Green Ci-TEA Life キャンペーン 

 緑茶を始めとする地場産品 PR（市内協力事業者-首都圏バイヤ

ーとの商談会を兼ねる）と、移住定住や子育て支援施策などと

の複合的な取り組みを実施 

 ※「緑茶＝健康＝住みよい街＝移住定住・子育て」のように緑

茶が包括的に全体のプロジェクトに関わっていく 

２.島田市緑茶化計画協働促進事業 

 川越し街道・和菓子バルと緑茶化計画との複合的な取り組み/

川越し街道オリジナル土産の開発 

３.デジタルプロモーション広告事業 

 島田 DE いっぷく宿泊プラン/緑茶観光などの広告出稿と予約

受付/商品のブラッシュアップ 

４.島田駅南北自由通路ガラス装飾事業 

 JR 駅を利用する市民の緑茶愛を高める/電車で訪問する観光客

やビジネス客への働きかけ 

 ※「地球上で-」は外受け、メディア受けが非常に良い。 
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（既存） 

５.島田 DE いっぷく 

６.島田 DE いっぷくチケット付き宿泊プラン 

７.島田の緑茶観光 

８.３種の緑茶スイーツ&高級ティーバッグ 

９.オリジナル緑茶ブランド Green Ci-Tea 
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【１.Green Ci-TEA Life キャンペーン】 

６つの施策 
国内/PR・・・緑茶が好きな街を知ってもらおう！ 

国内/観光・・・緑茶化された街に来てもらおう！ 

目的 

市の魅力を最大限に PR し、事業者・飲食店などの支援や地域経済の

活性化につなげるために、アンテナショップ「Green Ci-TEA Life キ

ャンペーン」を実施する。 

内容 

緑茶のプロモーションをはじめ、島田の逸品や生鮮品などの販売、移

住・定住相談、子育て支援施策紹介などの PR を行う。市だけでなく

市内事業者を巻き込み、多くの東京駅利用者に市の魅力を伝えると共

に、首都圏バイヤーとの商談会も兼ねたい。また、働く場所を選ばな

い「リビング・シフト」の浸透により、地方への移住意欲が高まって

いることも踏まえ、移住定住にもつなげる。 

ターゲット 首都圏の住民（30 代以上～） 

実施期間 R3.3 頃 

予算 

10,000 千円（新型コロナ対応地方創生臨時交付金） 

出展費：110 万 / 関係者交通宿泊費：110 万 / プロデュース費：165

万 / 運営費：120 万 / 装飾費：495 万円 

発信方法 SNS、緑茶化・市公式 Web、プレスリリース（首都圏向け） 

販売方法 
イベント・カフェスペースでの販売/商談会 

（想定）東京駅 KITTE B1F 東京シティアイ 

評価方法 
来場者数、売上額、移住相談件数、子育て相談件数、アンケート回答

者数 

課題 
コロナ禍の状況による。現在は、東京にいながら地方を応援するため

に、東京のアンテナショップは非常に盛況。 
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１.商談会 

・市内事業者-首都圏バイヤーとを繋ぐ仕組みと場の設定 

 （名刺交換者の試飲/試食など） 

 （外貨獲得よりも市内事業者の満足度を上げる） 

２.東京駅利用者への PR と販売 

・首都圏 PR 向けの話題作り 

 （７種の緑茶・緑茶ハイ BAR/７種のソフトクリーム/ 

  SL 汽笛など） 

・緑茶観光/KADODE OOIGAWA/大井川鐵道/移住定住/子育て 

３.リリース 

・バイヤー向けリリース 
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【参考資料】 

※東京シティアイ（東京駅/JP タワー/KITTE B1F） 

旧東京中央郵便局の再開発事業として誕生した JP タワー・KITTE

の地下 1 階に居を構える 複合型観光情報センター。観光産業と

地域振興への貢献を目的とした“公共貢献施設”として、2013 年

3 月開業。多くの自治体によるイベントスペースとして定着。ま

た立地と通行量の割りに、リーズナブルでもある。 

※KITTE 

東京駅丸の内南口より徒歩約 1 分。平日約 8.5 万人、休日約 4 万

人、年間約 2,500 万人ものゲストが訪れる商業施設「にっぽんら

しさと、あたらしさを。」 をコンセプトとしたショップ&レスト

ランで構成される。 
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DATA 

営業時間 08:00-20:00 

面積 200 ㎡ 

天井高 2,700mm 

利用料金 ¥200,000/日（税抜） 

¥1,100,000/週（税抜） 

付帯設備 マルチビジョン、AV 機器(BD/DVD,PC 接続端

末)、マイク、スピーカー、照明、床下電源、

楽屋、各種備品ほか 

貫通通路往来人数 ４-５万人/平日 

２-３万人/休日 
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【２.島田市緑茶化計画協働促進事業】 

６つの施策 国内／観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！ 

目的 

島田市特有の地域資源を活用した島田市緑茶化計画に関連した

イベント等の開催による、島田市の魅力度、認知度、シビックプ

ライドの向上を図るとともに、市民や観光客を呼び込み、交流人

口の拡大を図る。 

内容 

市外から人を呼び込む仕掛け作りだけでなく、そこに、市民（茶

業者）を巻き込み、うま味（稼ぐ）を感じてもらうためのイベン

トを文化資源活用課と共同で開催する。地域資源にお茶（島田市

緑茶化計画）をコラボさせることで相乗効果を狙う。緑茶を配る

のではなく、売ることで、お茶の価値をもう一度見直すきっかけ

とする。島田市ならではのオリジナル土産も開発する。 

ターゲット 市民、観光客 

実施期間 R2.9～R3.3 

予算 3,000 千円（委託費） 

発信方法 ポスター、パンフレット、HP、SNS 

販売方法 ― 

評価方法 
来場者数（人） 

出店者売上（円） 

課題 

・来場者に店舗を周遊してもらう仕掛けづくり 

・JR さわやかウォークとの連携 

・島商生との連携 
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１.島田市緑茶化計画との連携 

（１）緑茶のマネタイズ 

 ・３種の緑茶スイーツ 

 ・７種の緑茶/緑茶ハイ BAR など 

 ・緑茶観光 

  川越し街道着物 de いっぷく/志戸呂焼 de いっぷく/ 

  抹茶と緑茶 de いっぷく 

（２）島田市オリジナル土産の開発 

 ex.朝顔饅頭/グミ/ 

    コンセプトティーNo.１-７までのこまんじゅう 

  （こまんじゅう７店舗との連携） 
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【３.デジタルプロモーション広告事業】 

６つの施策 
国内/PR・・・緑茶が好きな街を知ってもらおう！ 

国内/観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！ 

目的 

①島田 DE いっぷく宿泊プラン・緑茶観光等の緑茶化コンテンツ

の周知・集客 

②利用者データの収集・蓄積・分析と今後の効果的な情報発信手

法の検討（広告・LP・ターゲット・コンテンツの改善）を行う。 

内容 

緑茶観光（体験プログラム）・島田 DE いっぷく宿泊プラン（宿

泊）・コンセプトティー/緑茶スイーツ（ブランド商品）等、コン

テンツに関する Web 広告を打ち、緑茶化コンテンツの周知と消費

行動に結びつけるための動機づけを行う。コンテンツごとに、タ

ーゲットを設定し Web 広告を発信、LP に誘導。 

宿泊プランは、楽天サイトと連携し、広告⇒LP⇒楽天サイト⇒宿

泊実績までのデータを収集する。 

緑茶観光やブランド商品の広告⇒LP⇒事業者ごとに利用者向け

アンケートを取り実数をカウントする。 

ターゲット 

緑茶観光⇒県内・関東圏／20～34 歳の女性（F1 層）／35～49 歳

の女性（F2 層） 

島田 DE いっぷく宿泊プラン⇒県内・関東圏／20～60 歳の男性 

コンセプトティー/緑茶スイーツ⇒関東圏／20～34 歳の女性（F1

層）／35～49 歳の女性（F2 層） 

実施期間 
広告・LP の作成完了／R3.1 まで 

実証期間／R3.1～R3.3  

予算 4,000 千円（広告料） 

発信方法 SNS 広告、Google ディスプレイ広告 

販売方法 ― 

評価方法 コンテンツ利用者の情報分析件数 

課題 広告掲出までの、事業者の受け入れ体制確立 
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１.集客と周知 

①島田 DE いっぷく宿泊プランの集客（予約まで） 

②緑茶観光の周知 

※実施期間は要検討。 

 それまでそれぞれのプランのブラッシュアップを行う。 
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【４.島田駅南北自由通路ガラス装飾事業】 

６つの施策 

市内／意識づくり・・・緑茶をもっと好きになろう！  

市内／まちづくり・・・緑茶化された緑のまちにしよう！  

国内／観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！  

海外／ＰＲ・・・島田市＝Green Ci-TEA 

目的 

コロナ収束後の経済回復を目的として、一大産業である「茶業」

を盛り上げ、島田市の茶業が活力ある日本一の茶産地として、

持続的に維持、発展していけるよう「稼ぐ茶業」を目指すため。 

市民が誇る島田のお茶が元気になることで、市全体に活力が生

まれる。 

内容 

「地球上でもっとも緑茶を愛する街（Ci-TEA）」である島田市を

表現するため、「島田市緑茶化計画」のメインビジュアルをベー

スとしたデザインで島田駅南北自由通路のガラス面を装飾す

る。 

ターゲット 市民、観光客 

実施期間 R2.10 頃～ 

予算 

4,000 千円（委託費） 

（内訳） 

装飾費 3,000 千円、デザイン費 500～600 千円、諸経費 400～500

千円 

発信方法 HP、SNS、プレスリリース 

販売方法 ― 

評価方法 SNS での投稿件数 

課題 

・装飾後の管理をどうするか 

・日焼け等で色あせることが想定されるが、張り替える場合の 

費用の捻出 
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１.内容 

（１）正面：市民に向けたメッセージ/ディレクションサイン 

   →蓬莱橋/富士山静岡空港 ←KADODE OOIGAWA 

（２）南北面：フォトスポット 

（３）緑茶改札：緑茶ポストに続き、緑茶改札 

       （緑にラッピングも検討→JR 確認） 

（４）実施時期：コロナ禍の情勢を踏まえてよく検討 

 

 

地球上でもっとも緑茶を愛する街 
THE MOST GREEN-TEA LOVING CITY ON EARTH 
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【５.島田 DE いっぷく】 

６つの施策 
市内／まちづくり・・・緑茶化された緑のまちにしよう！ 

国内／観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！ 

目的 

「緑茶で有名なまちなのに、意外と市内でお茶を飲めるところが

少ない」という意見を受け、作られた仕組み。 

「地球上でもっとも緑茶を愛する街」を体現し、訪れた人に島田

市の緑茶を淹れるところから気軽に楽しんでもらうため、市内協

力店舗で緑茶体験ができるよう整備した。 

内容 

市内飲食店（18 店舗・7/6 現在）で７種の緑茶と緑茶ハイを提供

する。茶葉・お湯・急須・砂時計・グラスまたは湯飲みを店舗が

提供し、自分で淹れることで、緑茶の魅力と奥深さを体験しても

らう。 

ターゲット 
20 代以上の観光・ビジネス客 

（メインターゲットは 20～60 代の男性） 

実施期間 H31.3.1〜 

予算 消耗品費 

発信方法 
ポスター、パンフレット、各店舗のぼり 

緑茶化 Web、Facebook、Instagram 

販売方法 各店舗での販売 

評価方法 
広報課のいっぷく用茶葉販売数 

各店舗売り上げ数（今のところ調査不可） 

課題 

・各店舗の売り上げ数がわからない 

・情報発信不足 

・市→店の茶葉提供の流れを各店舗が理解しているか不明 

・楽天やじゃらんを通じての広告掲載の可否 
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１.市外への周知 

（１）ホテルとの連携による告知 

   楽天/じゃらんなど 

（２）県や市による発信 

２.各店舗との定期的な報告会 

※楽天やじゃらんを通じての広告については要相談 
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【６.島田 DE いっぷくチケット付き宿泊プラン】 

６つの施策 国内／観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！ 

目的 

観光客やビジネス客に本格的な緑茶を気軽に体験してもらうた

め、島田 DE いっぷくと宿泊をセットにした仕組み。宿泊予約サ

イトを通して、観光・ビジネス客に直接「島田 DE いっぷく」を

PR する。 

内容 

市内３施設（ホテルラクーネ島田・ホテル割烹三布袋・ホテルセ

レクトイン島田駅前）の宿泊プランに、島田 DE いっぷく取り扱

い店舗で緑茶または緑茶ハイが飲めるチケットが付いたプラン

を予約サイト「楽天トラベル」で提供する。ホテルはチェックイ

ン時に、緑茶 or 緑茶ハイに○と有効期限を記入したチケットと、

いっぷくチラシを宿泊客に渡す。 

チケット代は緑茶が 560 円、緑茶ハイが 960 円で、宿泊施設がプ

ランに上乗せして販売する。清算はまちづくり島田が行い、ホテ

ルに請求後チケットを使用した店舗に支払いする。 

ターゲット 
20 代以上の観光・ビジネス客 

（メインターゲットはビジネス客で 20～60 代の男性） 

実施期間 R2.4.1～ 

予算 なし（広告料） 

発信方法 
楽天トラベル、緑茶化 Web、Facebook、Instagram、ウェブ・SNS

広告 

販売方法 楽天トラベルのみ 

評価方法 
予約までのコンバージョン数値が取れる仕組みを構築し、ウェ

ブ・SNS 広告からのクリック数・コンバージョン数を評価する。 

課題 

・清算に手間がかかる。流れをきちんと作らなければならない。 

・まちづくり島田のうまみがあまりない。 

・取り扱いホテルの増加 

・楽天トラベル以外（じゃらんなど）での取り扱い 
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1.市外への周知 

（１）じゃらんでの取り扱い 

（２）参画事業者の拡大 

   参画事業者自身による告知 

   島田市による告知 

※楽天やじゃらんを通じての広告については要相談 
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【７.島田の緑茶観光】 

６つの施策 国内／観光・・・緑茶化されたまちに来てもらおう！ 

目的 

島田市緑茶化計画を体験プログラム化することで、イレギュラー

な空間で緑茶が楽しめることをウリにして、観光客を呼び込むた

め。 

内容 

島田ならではの体験と緑茶を組み合わせた６つの観光プログラ

ム。 

(1）パラグライダーDE いっぷく（SkyTEC フライングアカデミー

島田校） 

(2) 川越し街道着物 DE いっぷく（しまだきものさんぽの会） 

(3) 志戸呂焼 DE いっぷく（志戸呂焼彦次窯） 

(4) 茶摘みと茶畑 DE いっぷく（山関園製茶） 

(5) 蓬莱橋 DE いっぷく（蓬莱橋８９７．４茶屋） 

(6) 抹茶と緑茶 DE いっぷく（MATCHA MORE） 

ターゲット 観光客（20 代以上） 

実施期間 R2.4～ 

予算 なし（事業者に資材提供するなら消耗品費を少し） 

発信方法 プレスリリース、ポスター、パンフレット、SNS、HP、SNS 広告 

販売方法 電話受付のみ 

評価方法 体験申込者数（人） 

課題 

・予約方法が電話のみ（繋がるかわからない） 

・メールによる受付を観光協会又はおおいなびで受け付けるこ

との可否 

・お茶の提供方法が定まっていない 
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１.市内外への販路拡大 

（１）商品 PR（島田市/事業者/関係事業者） 

２.商品のブラッシュアップ 

（１）緑茶の提供方法の確立 

（２）事業者のフォロー 

３.予約受付の模索 

（１）おおいなびによる対人受付（紹介） 

（２）おおいなびによるメール受付 

※WEB による受付は不可。 
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【８.３種の緑茶スイーツ&７種の高級ティーバッグ】 

６つの施策 
市内／意識づくり・・・緑茶をもっと好きになろう！ 

国内／ＰＲ・・・緑茶が好きな街を知ってもらおう！ 

目的 
観光客に対して、土産品として購入してもらえるような島田市緑

茶化計画のブランド商品の開発。 

内容 

・３種の緑茶スイーツ 

（急須もなか・ダックワーズ・ラングドシャ） 

・７種の高級ティーバッグ 

 スイーツ／それぞれコンセプトティー№２、３、４の茶葉を使

用。小分けできる・日持ちする（１か月以上）点を重視して開発。 

ティーバッグ／コンセプトティー№１～７のティーバッグ５g・

１袋入り。温度・抽出時間等の飲み方の提案、パッケージに生産

者を表示。スイーツ・ティーバッグ共に女性向けのやわらかいデ

ザインにこだわった。 

ターゲット 観光客（若年層・女性） 

実施期間 R2.3～ 

予算 なし 

発信方法 HP、緑茶化 Web、SNS、周遊チラシ 

販売方法 
蓬莱橋 897.4 茶屋ほか参加各店 スイーツは、大井神社宮美殿の

引菓子として取り扱ってもらっている。 

評価方法 PR 件数/売り上げ数量/取り扱い店舗数 

課題 

・販路拡大（空港、駅） 

・参加店の増加 

・積極的に参加できる仕組み（参加の流れを HP に掲載？） 

・ティーバッグ 7 種セット販売 
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１.市内外の販路拡大 

（１）商品 PR 

（２）EC サイト（インターネット上で商品を販売するサイト）で

の販売 

（３）取り扱い店舗の拡充 

２.売上数量の管理 

 参画事業者のフォロー 

３.新商品（予算次第） 

（１）コンセプトティーNo.1 を使ったお菓子 

（２）７種セット販売 
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【９.オリジナル緑茶ブランド Green Ci-Tea】 

６つの施策 
市内／意識づくり・・・緑茶をもっと好きになろう！ 

国内／ＰＲ・・・緑茶が好きな街を知ってもらおう！ 

目的 

普段あまり緑茶を飲まない人にも緑茶の魅力を伝え、楽しんでも

らうため、一見違いがわかりにくい緑茶をわかりやすく整理し、

茶振協とＪＡとの協働で製作したブランドコンセプトティー。 

内容 

Vol.1／No.1～No.4 蒸し・火香 

Vol.2／No.5～No.7 出物 

に着目した７種類の緑茶。30g／缶で 600 円（税抜）。ギフトセッ

ト「緑茶愛ことはじめ」は Vol.1（４缶＋ブレンド缶）が 2,800

円、Vol.2（３缶）が 2,000 円（いずれも税抜）。島田 DE いっぷ

くはこの一煎茶パックを使用。 

缶・シール・箱などの資材は基本的に事業者負担とする。 

ターゲット 全て（メインターゲットは 20～40 代の観光客） 

実施期間 
Vol.1／H29.3～ 

Vol.2／H30.3～ 

予算 なし 

発信方法 
緑茶化 Web、各茶商などの Web サイト・EC サイト 

各店舗の店頭への表示など 

販売方法 

蓬莱橋 897.4 茶屋ほか市内土産物店、市内各茶商の店舗や直営

EC サイト、ティーライフ（楽天・Amazon など）で販売 

「おおいなび」で販売予定 

評価方法 売り上げ個数、茶商の参加事業者数 

課題 

・ギフト向け販売を進めるため、包装紙などが必要 

・販売方法・場所を再考する必要がある 

・販路を拡大する 
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１.市外の販路拡大 

（１）EC サイト（インターネット上で商品を販売するサイト） 

（２）取り扱い店舗数の拡充 

２.参画事業者の拡大 

（１）１に基づく、参画事業者数の拡大 

３.売上数量の管理 

（１）参画事業者のフォロー 
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【10.その他：さあ県内/近県 修学旅行へ！】 

自分たちで旅を作る 

大鐵を利用した大井川沿線修学旅行 2 泊 3 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後の取り組み事例(案) 
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【11.市役所内のモチベーションの上げ方】 

■大きな考え方 

そもそも「Green Ci-Tea」やスイーツ、体験などほとんど認知さ

れていないため、勉強会やワークショップなどではなく、理屈で

はなく実体験（飲む/食べる/体験する）で再認識してもらい、ま

た告知してもらう。 

 

（１）７種の緑茶試飲会 

 島田 DE いっぷくを開催するにあたり、飲食店の皆さんでさえ

7 種の緑茶や緑茶ハイの色や味の違いを理解してもらえず。試飲

後、大きく印象を変えてもらい、イベント実施となる。 

（２）３種の緑茶スイーツ試食会 

 地元で支持のある龍月堂、三浦製菓、ウーブリエだが、ほとん

どの市民は緑茶スイーツを知らないが、蓬萊橋では売れているた

め、外向けのお土産として再認識してもらう。 

（３）週末の緑茶観光体験 市役所職員に限り 10%OFF など 

県内需要や近隣県需要が見込まれる市内観光地にあって、今週

末の遊びどころとして、緑茶観光を実体験してもらい、理解と告

知をしてもらう。 

 

今後の取り組み事例(案) 
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【12.その他（１）/地球上に一つだけの緑のまちを作る】 

■大きな考え方 

電信柱や信号柱、ガードレールなどが基本緑。店舗は緑を使って

テントやサインをデザインした場合、50%（案）の助成金が出るな

ど、地球上でここだけの、緑色を基調としたまちづくりを行って

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み事例(案) 
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【13.その他（２）/KADODE OOIGAWA にも緑茶化計画はあふれています】  

本来は町中に溢れていたら楽しい緑茶化計画アイテム。 

KADODE OOIGAWA には緑茶化アイテムがそこかしこに隠れていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み事例(案) 
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島田市 市長戦略部       

広報課 シティプロモーション室 


